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関
西
詩
人
協
会
会
報

第112号 2024.1.10
発行者・永井ますみ

	①
就
任
ご
挨
拶
／
第
30
回
総
会
報
告

	②
総
会
報
告
つ
づ
き
／
新
役
員
担
当
表

	③
徳
弘
康
代
氏 

講
演
「
叙
情
を
形
容
詞
に
頼
ら
な
い
こ
と
」

	④
関
西
詩
人
協
会
予
算
案
（
訂
正
版
）

	⑤
第
三
三
回
詩
画
展
の
報
告

	⑥
長
岡
紀
子
さ
ん
を
悼
む 

安
森
ソ
ノ
子

	⑦
新
入
会
員
の
紹
介
／
運
営
委
員
会
の
模
様
／
告
知
／
各
会

員
の
今
後
の
予
定

	⑧
入
退
会
／
会
員
の
活
動
／
会
員
の
詩
書
／
会
員
発
行

の
詩
誌
／
団
体
の
会
報
・
図
書

（
敬
称
略
）

就
任
ご
挨
拶　
関
西
詩
人
協
会
代
表 

永
井
ま
す
み

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

左
子
真
由
美
代
表
か
ら
代
表
を
引
き
継
ぎ
、
神
輿
に
担
が
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
左
子
代
表
の
よ
う
な
創
立
の
働
き
か
け
を
し
て
い
た
人
物

で
は
な
く
、
１
９
９
４
年
10
月
、
関
西
詩
人
協
会
が
出
来
て
か
ら

誘
わ
れ
て
入
っ
た
第
一
号
の
入
会
者
で
す
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
、
翌

年
１
９
９
５
年
の
1
月
17
日
に
阪
神
淡
路
大
震
災
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
逸
早
く
関
西
詩
人
協
会
か
ら
安
否
確
認
の
葉
書
が

届
い
て
、
感
激
し
ま
し
た
。
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
が
、
会
報

3
号
の
一
面
と
二
面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
左
子
代
表
の
意
向
を
継
い
で
、
三
つ
の
エ
フ
（
Ｆ
）
フ
レ

ン
ド
リ
ー
（
友
と
し
て
思
い
や
る
）、
フ
リ
ー
（
自
由
な
発
想
）、

フ
ラ
ッ
ト
（
上
下
の
関
係
を
作
ら
な
い
）
を
提
唱
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
先
の
話
は
、
ま
さ
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
す
。

　

そ
れ
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
新
鮮
さ
）
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
年
齢
の
若
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詩
は
い
つ
も
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
気
持
が
な
い
と
書
け
な
い
し
、
読
ん
で
感
動
を
呼
ば
な

い
と
思
う
の
で
す
。
常
に
こ
の
四
つ
の
Ｆ
を
胸
に
、
動
い
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
30
回
総
会
報
告

日
時
：
２
０
２
３
年
11
月
23
日（
祭
）

場
所
：
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

会
員
の
参
加
者
は
49
名
、委
任
状
の
提
出
は
84
名
、他
に
ズ

ー
ム
参
加
が
３
名
で
し
た
。

開
会
挨
拶　
総
合
司
会 

市
原
委
員

物
故
者
へ
の
黙
禱（
逝
去
5
名
）大
倉
元
・
清
水
一
郎
・

中
川
喜
代
子・山
田
兼
士・長
岡
紀
子

代
表
挨
拶　
左
子
真
由
美
代
表

議
長
選
出　
武
西
良
和（
拍
手
で
承
認
）

議
事

1
運
営
事
業
報
告　
島
委
員

　
①
運
営
委
員
会　
年
６
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
②
役
割
分
担　
変
更
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
③
入
退
会
の
状
況　
入
会
者
３
名　
退
会
者
11
名

　
　
現
在
会
員
数
２
１
３
名（
本
年
10
月
８
日
現
在
）

　
④
年
間
事
業
報
告

イ
、入
退
会
事
務・会
員
名
簿
作
成　
入
退
会
の
承
認
は

各
回
の
運
営
委
員
会
で
。会
員
名
簿
は
12
月
に
作
成
。出

版
社
等
の
名
簿
の
広
告
募
集
中
１
頁
１
万
円
。

ロ
、総
会　
昨
年
11
月
23
日
実
施
。参
加
会
員
48
名
。他

に
ズ
ー
ム
参
加
５
名
。懇
親
会
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ハ
、詩
画
展　
ス
ペー
ス
ふ
う
ら
で
開
催
。26
名
参
加
。冊

子
を
作
製
中
。懇
話
会
を
最
終
日
に
開
催
、22
名
参
加
。

二
、文
学
散
歩　
「
幻
の『
司
馬
遼
太
郎　
若
江
堤
の
霧
』

を
歩
こ
う
」と
し
て
大
阪
夏
の
陣
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

を
歩
く
。参
加
者
16
名
。東
大
阪
市
立
男
女
参
画
セ
ン
タ

ー
で
作
品
の
朗
読
を
し
ま
し
た
。

ホ
、関
西
詩
人
協
会
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
３　
ド
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
開
催
。今
回
初
め
て
の
企
画「
紅
白
詩
合
戦
」を
行

い
ま
し
た
。参
加
者
35
名
。外
部
か
ら
５
名
。ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

へ
、国
際
交
流　
今
回
は
特
別
な
活
動
が
行
え
な
か
っ
た
。

ト
、自
選
詩
集
第
10
集
の
合
評
会　
国
労
会
館
で
参
加

者
21
名
で
し
た
。

2
会
報
発
行
報
告　
森
下
委
員

　
会
報
は
年
間
４
回
発
行
。６
０
０
部
で
、原
稿
締
め
切
り

は
発
行
の
1
ケ
月
前
。各
地
の
詩
人
協
会
、新
聞
社
、図

書
館
等
に
も
寄
贈
し
て
い
ま
す
。会
員
の
イ
ベン
ト
の
予
告
、

報
告
等
に
も
会
報
の
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。チ
ラ
シ

等
を
２
０
０
０
円
で
会
報
に
同
封
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
報
告　
田
島
委
員

　
会
員
の
詩
は
12
作
、エ
ッ
セ
イ
は
11
作
を
掲
載
。ま
た
、

会
員
の
活
動
も
紹
介
し
ま
し
た
。

4
会
計
決
算
報
告　
北
口
委
員

　
２
０
２
２
年
度
の
決
算
報
告
と
事
業
別
収
支
報
告
。会

計
報
告
は
総
会
資
料
に
あ
り
ま
す
。

5
会
計
監
査
報
告　
神
田
会
計
監
査
委
員

6
規
約
変
更
の
提
案　
島
委
員

　
改
正
案

第
５
章　
役
員
1
項
と
役
員
選
出
細
則
4
項
の
変
更

運
営
委
員
の
数
を
20
名
か
ら
18
名
に
変
更

　
20
名
の
連
記
無
記
名
投
票
か
ら
18
名
の
連
記
無
記
名

投
票
に
変
更
す
る
。

　
事
由　
会
員
数
減
少
に
伴
う
役
員
数
の
圧
縮
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7
議
案
採
決

　
以
上
の
報
告
議
案
を
拍
手
多
数
で
採
決

８
次
年
度
事
業
計
画
案　
島
委
員

　
①
会
報
年
4
回
の
発
行　
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　
③
詩
画
展
開
催　
④
文
学
散
歩　
⑤
イ
ベ
ン
ト
企
画

　
⑥
詩
話
会　
⑦
関
西
詩
人
協
会
創
立
30
周
年
記
念
行
事

9
次
期
予
算
案
の
提
案　
北
口
委
員

　
予
算
案
は
訂
正
が
あ
り
、会
場
で
再
配
布
さ
れ
た
。（本
紙
４
頁
に
掲
載
）

　
30
周
年
記
念
事
業
費
と
し
て
特
別
会
計・一般
会
計
か
ら
支
出
予
定

10
新
代
表
選
定
に
つ
い
て
報
告　
島
委
員

　
規
約
、役
員
選
出
細
則
に
よ
り
、運
営
委
員
会
は
各
委
員
の
推
薦

及
び
討
論
の
結
果
、次
期
代
表
と
し
て
永
井
ま
す
み
を
選
定
し
た
。

11
新
運
営
委
員
選
出
選
挙
結
果
報
告　
島
委
員

　
規
約
、役
員
選
出
細
則
に
よ
り
、選
挙
管
理
委
員
会
は
選

挙
を
実
施
し
、開
票
の
結
果
新
運
営
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

12
議
案
採
決

　
以
上
報
告
の
次
年
度
案
を
拍
手
多
数
に
て
採
決

13
新
代
表・運
営
委
員
の
承
認
採
決

　
承
認
は
挙
手
で
行
わ
れ
た
。

14
新
代
表・新
運
営
委
員
の
紹
介

15
旧
役
員
を
代
表
し
て
退
任
の
挨
拶　
吉
田
委
員

16
新
代
表
挨
拶　
永
井
ま
す
み
代
表

　
以
上
で
全
て
の
議
事
は
終
了
し
、議
長
は
退
任
し
た
。

講
演　
徳
弘
康
代
氏

　
「
叙
情
を
形
容
詞
に
頼
ら
な
い
こ
と
」（
別
途
掲
載
）

新
入
会
員
の
紹
介

　

嵯
峨
委
員
か
ら
３
名
が
紹
介
さ
れ
、当
日
の
参
加
者
は

吉
田
健
一
さ
ん
。

本
年
度
会
員
が
出
版
し
た
詩
書
紹
介

　
永
井・高
丸
各
委
員
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
総
会
参
加
者
６
名

（
青
木
春
菜
、近
藤
摩
耶
、斎
藤
昭
典
、永
井
ま
す
み
、吉
田
健
一、

高
丸
も
と
子
）が
手
に
詩
書
を
持
っ
て
壇
上
に
並
び
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶　
松
村
委
員

　
懇
親
会
は
速
水
、船
曳
両
委
員
の
司
会
、進
行
に
よ
り
、30

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
文
責　
書
記　
阪
井
）

関
西
詩
人
協
会
役
員　

担
当
表

代
表	

永
井
ま
す
み

事
務
局	

島 

秀
生	

事
務
局
長

	

藤
原
功
一	

総
務（
議
事
進
行
）

	

に
し
も
と
め
ぐ
み	

総
務（
発
送・文
学
散
歩
）

	

北
口
汀
子	

会
計

	

森
下
和
真	

会
報

	

青
木
春
菜	

書
記（
風
の
会
兼
任
）

	

阿
部
由
子	

書
記

運
営
委
員	

井
上
良
子	

イ
ベ
ン
ト

	

南
条
ひ
ろ
し	

イ
ベ
ン
ト

	

畑 

章
夫	

詩
画
展

	

来
羅
ゆ
ら	

詩
画
展

	

志
田 

恵	

詩
画
展

	

市
原
礼
子	

風
の
会

	

田
中
猫
夢	

風
の
会

	

田
島
廣
子	

Ｈ
Ｐ

	

下
前
幸
一	

Ｈ
Ｐ

	

速
水 

晃	

入
退
会
名
簿

	

青
葉
み
な
と	

入
退
会
名
簿

評
議
員	

武
西
良
和

会
計
監
査	

橋
爪
さ
ち
子

最
後
尾
右
か
ら

内
田
縁

榊
次
郎

松
村
信
人

高
丸
も
と
子

藤
原
功一

船
曳
秀
隆

佐
々
木
豊

吉
田
健一

下
前
幸一

【
３
列
目
】

張
華

青
葉
み
な
と

阪
井
達
生

南
条
ひ
ろ
し

北
口
汀
子

田
中
猫
夢

森
下
和
真

嵯
峨
京
子

志
田
恵

速
水
晃

【
２
列
目
】

宮
崎
陽
子

小
松
原
惠
子

吉
川
悦
子

来
羅
ゆ
ら

神
田
さ
よ

井
上
良
子

に
し
も
と
め
ぐ
み

近
藤
摩
耶

遠
藤
カ
ズ
エ

田
島
廣
子

青
木
春
菜

阿
部
由
子

志
田
静
枝

橋
爪
さ
ち
子

市
原
礼
子

阿
形
蓉
子

河
合
真
規
子

【
１
列
目
】

尾
崎
ま
こ
と

清
沢
桂
太
郎

原
圭
治

永
井
ま
す
み

島
秀
生

徳
弘
康
代

左
子
真
由
美

安
森
ソ
ノ
子

吉
田
定一

北
村
真

斎
藤
明
典

※
武
西
良
和
さ

ん
と
正
岡
洋
夫

さ
ん
は
退
出
の

た
め
写
っ
て
い

ま
せ
ん
。

【
事
務
局
が
変
わ
り
ま
し
た
】

出
版
さ
れ
た
詩
書
や
同
人
誌
な
ど
の
送
り
先
は
、左
記
の
住

所
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
５
９
６-

０
８
１
３ 

岸
和
田
市
池
尻
町
６
４
７-

１
３

　

島
秀
生
方　
関
西
詩
人
協
会

又
、会
員
が
係
わった
イ
ベン
ト
情
報
な
ど
も
御
連
絡
く
だ
さい
。

島
秀
生 snc17660@

nifty.com
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徳
弘
康
代
氏　

講
演

「
叙
情
を
形
容
詞
に
頼
ら
な
い
こ
と
」

１
、
中
国
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
―
情
報
だ
け
で
実
体
験

し
て
い
な
い
こ
と
を
詩
に
し
な
い
こ
と
―

　
国
語
教
師
だ
っ
た
自
分
が
日
本
語
教
師
に
な
り
中
国
の
大

学
へ
講
師
と
し
て
行
こ
う
と
思
う
に
至
っ
た
思
考
の
素
地
と
し

て
、
私
が
十
五
歳
の
時
に
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
、
父
の
十
五
歳

の
時
の
戦
争
体
験
の
話
が
あ
り
ま
す
。
父
は
高
知
生
ま
れ
、

9
人
家
族
の
長
男
で
、
祖
父
の
仕
事
の
関
係
で
北
朝
鮮
の
清

津
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
末
期
～
敗
戦
後

に
ソ
連
が
満
州
、
北
朝
鮮
に
進
駐
し
、
南
へ
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
家
族
ご
と
捕
ま
り
、
捕
虜
収
容
所
へ
入
れ
ら
れ
、
飢
え

と
寒
さ
で
家
族
が
次
々
と
亡
く
な
り
ま
し
た
。
父
と
弟
が
二
人

で
脱
出
し
ま
し
た
が
、
逃
亡
の
途
中
で
、
弟
は
亡
く
な
り
、
父

だ
け
が
孤
児
と
な
っ
て
、
帰
国
を
果
た
し
ま
し
た
。
父
の
そ
の

壮
絶
な
体
験
談
を
、
15
歳
の
時
に
初
め
て
聞
き
、
そ
の
こ
と

が
、
自
分
が
書
く
詩
、
あ
る
い
は
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　
国
語
教
師
に
な
っ
て
働
い
て
い
た
こ
ろ
、
日
本
軍
の
従
軍
医

師
だ
っ
た
方
か
ら
、
中
国
で
の
生
き
た
人
へ
の
人
体
実
験
の
話

を
聞
き
衝
撃
を
受
け
、
そ
の
こ
ろ
、
中
国
で
日
本
語
学
習
が

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
国
語
教
師
か
ら
日
本
語
教

師
へ
転
職
し
、
幸
運
に
も
中
国
政
府
か
ら
招
聘
さ
れ
、
中
国

瀋
陽
市
（
旧
奉
天
）
に
あ
る
中
国
医
科
大
学
（
旧
満
州
医
科

大
学
）
に
赴
任
し
ま
し
た
。
在
職
中
に
中
国
で
戦
争
の
跡
が

残
る
地
を
訪
ね
、
元
兵
士
や
残
留
婦
人
に
会
い
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
詩
に
し
て
「
現
代
詩
ラ
・
メ
ー
ル
」
や
詩
誌

に
投
稿
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
国
で
は
、
大
学
の
構
内
に
住
ん
で
い
て
、
学
生
寮
が
近

く
、
毎
日
学
生
が
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
楽
し
く
1
年
半
ほ
ど

過
ご
し
た
こ
ろ
、
天
安
門
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
北
京
で
天

安
門
事
件
が
起
き
る
前
、
中
国
各
地
で
学
生
や
市
民
の
デ
モ

が
起
き
て
い
ま
し
た
。
私
も
学
生
た
ち
と
一
緒
に
デ
モ
に
参
加

し
ま
し
た
。
天
安
門
事
件
の
後
、
私
が
い
た
大
学
の
北
京
に

行
っ
た
学
生
は
皆
無
事
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
瀋
陽
で
は
大
き

な
デ
モ
は
あ
り
ま
し
た
が
暴
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
僚

の
ア
メ
リ
カ
人
講
師
は
米
国
か
ら
迎
え
の
飛
行
機
が
来
て
全

員
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
人
は
領
事
館
の
人
が
調
査
は
し
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
政
府
は
な
に
も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
は
中
国
に
残
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
帰
国
し
た
時
、
日
本
の
人
た
ち
か
ら
質
問
さ
れ
る

こ
と
が
、
皆
同
じ
で
、
さ
ら
に
、
同
じ
答
え
を
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
れ
か
が
言
論
弾
圧
を
す
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
イ
ン
テ
リ
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
も
皆
、
同
じ
こ

と
し
か
言
わ
な
い
こ
と
が
、
異
様
に
思
え
ま
し
た
。

　
情
報
に
は
そ
れ
を
選
ん
だ
側
の
意
図
が
必
ず
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
天
安
門
事
件
後
、
自
分
か
ら
は
、
自
分
で

直
接
見
聞
き
し
た
こ
と
の
み
を
発
信
し
、
そ
れ
だ
け
を
詩
に

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
瀋
陽
→
上
海
→
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
移
動
し
、

帰
国
後
、
日
本
語
の
教
師
を
し
な
が
ら
、
神
奈
川
県
の
中
国

帰
国
者
自
立
支
援
通
訳
を
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。

２
、
海
外
生
活
と
言
語
（
言
葉
に
不
自
由
す
る
生
活
体
験
）

―
翻
訳
に
耐
え
得
る
詩
を
書
く
こ
と
―

　
喩
え
る
と
、
美
し
い
中
国
の
ド
レ
ス
を
着
て
い
る
中
国
語
が

あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
翻
訳
す
る
と
き
、
日
本
語
に
そ
の
ド
レ

ス
を
そ
の
ま
ま
着
せ
る
の
か
、
美
し
い
日
本
の
ド
レ
ス
に
し
て

日
本
語
に
着
せ
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
、
直
訳
か
意
訳

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
意
訳
の
場
合
、
翻
訳
者
の
力
量
や
個

性
が
前
に
出
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
困
難

さ
を
乗
り
越
え
て
も
、
翻
訳
に
耐
え
得
る
内
容
を
も
っ
て
い
な

い
と
翻
訳
す
る
必
要
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
平
頂
山
」

の
こ
と
を
詩
に
し
た
「
題
名
」
は
、
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ

を
見
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の
詩
人
が
ル
ー
マ
ニ
ア
語
に
翻
訳
し
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
数
年
前
、
南
京
の
大
学
の
先
生
が
日

本
語
専
攻
の
学
生
た
ち
と
一
緒
に
翻
訳
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

３
、
こ
と
ば
の
教
育
で
気
づ
か
さ
れ
た
日
本
語
の
特
徴

―
叙
情
を
形
容
詞
に
頼
ら
な
い
こ
と
―

　
英
語
はSVO

の
語
順
で
す
。I love you. 

は You love 
m

e.

と
違
い
ま
す
。

　
中
国
語
も
　
我
愛
你.

　
と
　
你
愛
我.

　
は
違
い
ま
す
。

　
日
本
語
は
　
私
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
ま
す
。
と
　
あ
な

た
を
私
は
愛
し
て
い
ま
す
。
は
同
じ
で
す
。

　
日
本
語
の
語
順
は
柔
軟
性
で
す
。
こ
れ
は
、
英
語
や
中
国

語
が
語
順
で
意
味
を
認
識
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
語
は
助

詞
が
語
と
語
の
関
係
を
示
す
か
ら
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
自
動
詞
と
他
動
詞
が
あ
り
ま
す
。
門
開
了
（
ド

ア
が
開
く
）、
我
開
門
（
ド
ア
を
開
け
る
）、
中
国
語
は
ど
ち
ら

も
「
開
」
で
同
じ
語
で
す
が
、
日
本
語
で
は
自
動
詞
「
開
く
」

と
、
他
動
詞
「
開
け
る
」
で
す
。
自
他
の
間
違
い
を
使
っ
て
作

っ
た
の
が
拙
詩
「
光
を
消
え
て
く
だ
さ
い
」
で
す
。

○
形
容
詞
と
は

　「
大
き
い
」
を
教
え
る
と
き
「
小
さ
い
」
が
な
い
と
教
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
基
準
や
比
較
対
象
が
な
い
と
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
基
準
は
何
が
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
弱
者
」
と

は
何
に
つ
い
て
「
弱
い
」
の
で
し
ょ
う
か
。
経
済
を
基
準
に
し

て
弱
い
も
の
に
寄
り
添
う
と
い
う
上
か
ら
目
線
の
発
想
で
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。「
正
し
い
」
や
「
正
義
」
の
基
準
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　
悲
惨
な
事
実
を
記
す
と
き
、
自
分
の
基
準
で
感
情
形
容
詞

を
使
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
基
準
は
い
つ
形
成
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
も
と
と
な
る
情
報
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

か
、
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
、
悲

惨
な
事
実
を
記
す
と
き
、
極
力
事
実
の
み
を
提
示
し
ま
す
。

そ
れ
が
、
詩
で
は
な
い
、
報
告
文
だ
、
と
言
わ
れ
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
自
分
に
は
詩
で
あ
る
し
、
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
そ

れ
ぞ
れ
に
受
け
止
め
て
く
だ
さ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
作
品
「
出
入
口
管
理
所
」
は
、
中
国
帰
国
者
支
援
を

し
て
い
た
時
の
入
管
で
の
経
験
と
名
古
屋
の
入
管
で
亡
く
な
っ

た
ウ
イ
シ
ュ
マ
・
サ
ン
ダ
マ
リ
さ
ん
に
材
を
取
っ
た
作
品
。

（
徳
弘
氏
ス
ク
リ
プ
ト
か
ら
一
部
割
愛
し
て
掲
載
　
島 

秀
生
）
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※第30回関西詩人協会総会資料「10.次年度予算案」に一部ミスがありましたので、訂正版を掲載します。

関西詩人協会予算案
2023年10月1日～2024年9月30日

会計担当 北口汀子
1.一般会計	 （単位円）

収 入 支 出

科 目 金 額 摘 要 科 目 金 額 摘 要

前年度繰越金 745,760 会議費 200,000 会場費、交通費、封筒はが
き、事務諸経費、等

入会金 10,000 新会員5名 広報費 350,000 会報印刷、発送、事務諸経費

会費　 789,000 会員数225名（永年会員26
名、納付率93％とする) 名簿刊行費 90,000 名簿印刷、事務諸経費

雑収入 105,240 名簿広告料、イベント参加費他 事業費 60,000 文学散歩、詩画展等、イベント活動費

講演会費 100,000 講師謝礼

HP作成費 35,000 ホームページ制作関係

入会審査費 5,000 会員連絡費、事務諸経費

総会 100,000 総会補助

会計事務費 40,000 会員への連絡費、事務諸経費

慶弔費 20,000 供花料及び送料

30周年記念事業費 100,000 記念事業費

予備費 10,000 状況に応じて対応するための予備費

繰越金 540,000

合 計 1,650,000 合 計 1,650,000

2.特別会計
項 目 収 入 支 出 項 目

前年度繰越金 166,545

積立金 0

記念事業費 166,545 今年度は「設立記念事業等の費用」として支出　

繰越金 0

合 計 166,545 166,545

予算案については、新型コロナが５類感染症となり、今年度は予備費を縮少しました。記念事業費として特別会計・一般会
計から支出予定。今後とも益々皆様のご理解と、積極的な活動への参加、協力をお願いいたします。
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「
第
三
三
回
詩
画
展
の
報
告
」

吉
田
定
一
・
和
比
古
・
美
濃
吉
昭

　
関
西
詩
人
協
会
の
会
員
が
綴
る
作
品「
詩
と
そ
れ
に
コ
ラ
ボ

す
る
ア
ー
ト
作
品（
絵
画
、写
真
、書
、等
）を
組
み
合
わ
せ
た

詩
画
展
を
、令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
一
週

間
、大
阪
メ
ト
ロ
中
央
線
深
江
橋
の
画
廊「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら
」

で
開
催
し
ま
し
た
。そ
し
て
、会
員
の
関
係
す
る「
詩
誌
、詩
集
」

等
の
持
ち
帰
り
の
冊
子
が
置
か
れ
て
、会
員
間
の
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
品
の
出
展
参
加
者
は
二
十
四
名
で
、会
場
の
壁
面
を
余
す

こ
と
な
く
充
実
し
た
展
示
と
な
り
参
観
の
来
客
も
連
日
十
名

程
度
あ
り
、会
場
は
ア
ー
ト
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な

か
で
長
時
間
す
ご
さ
れ
安
堵
し
ま
し
た
。

出
点
数
―
二
十
四
点　
出
点
者
名

青
葉
み
な
と
・
阿
形
蓉
子
・
阿
部
由
子
・
市
原
礼
子
・

河
合
真
規
子
・
川
本
多
紀
夫
・
北
口
汀
子
・
小
松
原
惠
子
・

榊
次
郎
・
左
子
真
由
美
・
高
丸
も
と
子
・
田
島
廣
子
・

中
西
母
ね
こ
・
永
井
ま
す
み
・
南
条
ひ
ろ
し
・
畑
章
夫
・

播
磨
カ
ナ
コ・原
圭
治・宮
崎
陽
子・村
野
由
樹・森
田
好
子・

吉
川
悦
子・吉
田
定
一・来
羅
ゆ
ら（
二
十
四
名
五
十
音
順
）

　
展
示
最
終
日
は
午
後
一
時
と
し
て
、打
ち
上
げ
の
懇
話
会
の

場
を
設
け
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
詩
の
朗
読
と
ア
ー
ト

へ
の
思
い
入
れ
な
ど
を
語
る
。
質
問
や
感
想
な
ど
を
受
け
る
な

ど
和
や
か
な
、ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
以
下
は「
懇
話
会
」に
お
け
る
一
端
を
記
し
ま
す
。

宮
崎
陽
子「
栂
池
自
然
園
の
夏
」　
描
か
れ
た
人
物
の
視
点

に
、絵
を
見
る
人
の
視
線
を
引
き
込
む
見
事
な
構
図
。

榊
次
郎「
真
の
救
世
主
は
誰
」　
農
家
の
納
屋
に
眠
っ
て
い
た

も
の
を
修
復
。世
界
の
大
発
見
と
…
。

吉
川
悦
子「
黒
部
峡
谷
」　
昭
和
三
十
年
代
、ダ
ム
建
設
時
の

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
路
線
を
述
懐
。今
は
観
光
資
源
に
と
…
。

青
葉
み
な
と「
花
」　
神
様
の
造
り
た
も
う
、絶
滅
危
惧
種
あ
り
。

「
七
種
の
花
が
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョン
風
に
置
か
れ
、構
図
が
面
白
い
。」

永
井
ま
す
み「
あ
お
い
と
り
」　
水
彩
の
青
空
を
飛
ん
で
ゆ
く

「
鳥
」の
切
り
絵（
す
が
み
ほ
こ
作
）を
貼
る
…
と
、僅
か
な
紙
の

厚
み
が
生
む
、リ
ア
ル
な
妙
手
。

吉
田
定
一「
恐
山
」　
妻
と
生
前
、訪
れ
た
時
に
想
い
を
は
せ
て
…
。

河
合
真
規
子「
か
く
れ
ん
ぼ
」　
母
が
病
で
空
き
家
の
実
家
に
、

訪
れ
た
と
き
の
事
…
。春
の
宵
の
逍
遥
。

原
圭
治「
さ
く
ら
時
間
に
」　
老
木
か
ら
長
寿
の
生
命
感
が
噴

き
出
し
て
…
。

播
磨
カ
ナ
コ「
船
泊
23
号
さ
ん
」　
船
泊
23
号
さ
ん
に
、わ
た
し

の
転
生
を
感
じ
て
…
。

北
口
汀
子「
時
が
と
ま
る
」　
陽
だ
ま
り
の
石
に
止
ま
る
、ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
蝶
は
生
き
た
化
石
の
よ
う
に
…
。

南
条
ひ
ろ
し「
ワ
ン
ド
に
て
」　
淀
川
の
ワ
ン
ド
で
釣
り
を
し
て

い
た
。閑
風
好
日
…
。

阿
形
蓉
子「
無
題
」　
30
年
前
の
油
絵
だ
が
、ま
だ
完
成
は
し

て
い
な
い
。モ
デ
ル
は
絵
の
先
生
…
。

川
本
多
紀
夫「
み
ど
り
は
響
く
」　
北
龍
瑚
の
景
。水
生
植
物

の
生
え
な
い
深
い
人
造
湖
。深
緑
を
テ
ー
マ
ー
に
。「
東
山
魁

夷
の
世
界
の
よ
う
だ
…
」と
。

中
西
母
ね
こ「
待
っ
と
く
れ
」　
家
の
ア
ン
ポ
柿
が「
い
が
む
し
」

に
や
ら
れ
葉
が
な
く
な
る
…
猛
暑
の
日
。

来
羅
ゆ
ら「
釜
ヶ
崎
公
民
権
運
動
の
旗
」　
釜
ヶ
崎
の
公
民
権

運
動
の
、の
ぼ
り
旗
が
雨
曝
し
と
な
る
、や
る
せ
な
い
景
。

市
原
礼
子「
だ
れ
」　
太
古
の
石
に
雨
水
の
穿
っ
た
真
円
の
水

鏡
に
、人
と
花
の
気
配
を
感
じ
た
。

阿
部
由
子「
デ
ッ
サ
ン
」　
フ
ラ
ン
ス・オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
へ
の
道
を

描
く
。夫
と
問
答
し
な
が
ら
共
作
し
た
。

田
島
廣
子「
息
子
と
車
で
旅
行
」　
子
供
た
ち
と
九
州
へ
旅
を

し
た
時
の
思
い
出
。

森
田
好
子「
ふ
る
さ
と
」　
日
本
で一
番
ま
ず
し
い
県
、沖
縄
と

い
わ
れ
た
が
私
は
愛
お
し
い
。「
力
作
の
評
判
が
た
か
い
作
品
」

畑
章
夫「
千
体
地
蔵
」　
赤
い
風
車
を
持
つ
千
体
地
蔵
が
並

ぶ
。こ
れ
を
祀
る
人
達
の
、思
い
に
は
せ
て
…
。

　　
続
い
て
、出
席
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
の
作
品
に
つ
い
て
の
感

想
を
記
し
ま
す
。

高
丸
も
と
子「
コ
ス
モ
ス
の
花
」　
カ
フ
エ
ー
の
隅
の
テ
ー
ブ
ル

に
は
、何
も
置
か
れ
て
い
な
い
空
白
感
が
亡
夫
を
偲
び
。空
間

の
情
趣
を
漂
は
せ
る
。

小
松
原
惠
子「
織
る
」　
平
原
の
足
元
は
、草
花
の
絨
毯
を
無

心
に
織
っ
て
い
る
と
…
。

左
子
真
由
美「
水
の
獣
」　
荒
々
し
い
海
に
水
の
獣
の
気
配
。

土
色
の
雲
の
動
き
が
怪
し
い
。い
そ
げ
、小
舟
よ
！

村
野
由
樹「
俳
句
の
書
」　
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
や

秋
の
空
」

美
濃
吉
昭 

記

会員を募集しています
関西在住の方、または関西にある
詩誌に関係があればどこの住所の
方でも受け入れています。お友達
に、詩に興味のある方がおありで
したら、入会をお勧めください。
会員の推薦者が一人必要ですが、
お近くにいなければ事務局にご相
談ください。

【関西詩人協会事務局】
〒596-0813
大阪府岸和田市池尻町647-13
島秀生方　関西詩人協会
TEL：090-9694-2266
Mail：snc17660@nifty.com
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長
岡
紀
子
さ
ん
を
悼
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
森
ソ
ノ
子

　
長
岡
紀
子
さ
ん
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
現
代
京

都
詩
話
会
例
会
の
日
で
あ
っ
た
。
時
は
二
十
年
程
前
。
理
知

的
な
面
も
ち
の
長
岡
さ
ん
は
「
京
都
で
詩
を
書
い
て
行
こ
う

と
思
う
」
と
話
さ
れ
、
私
達
が
毎
月
例
会
を
も
ち
詩
の
合
評

会
を
行
っ
て
い
る
現
代
京
都
詩
話
会
に
入
会
し
て
下
さ
っ
た
。

　
長
岡
さ
ん
の
声
は
太
く
て
力
強
く
、
人
間
の
本
質
を
見
抜

く
鋭
い
感
性
と
お
お
ら
か
な
気
風
は
氏
の
詩
作
品
に
流
れ
て

い
て
、「
何
と
心
強
い
詩
友
よ
」
と
敬
意
を
抱
い
て
過
ご
し
て

き
た
。
年
齢
も
私
と
同
年
で
あ
る
こ
と
が
後
に
分
か
っ
た
。

　
松
江
市
で
生
ま
れ
た
長
岡
さ
ん
は
、
隠
岐
の
島
で
小
学
校

教
諭
を
さ
れ
、
そ
の
後
京
都
へ
来
ら
れ
た
。
京
都
に
て
染
色
の

デ
ザ
イ
ン
や
技
術
を
学
び
保
育
園
勤
務
を
経
て
、
ア
ジ
ア
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
外
国
で
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参

加
。
積
極
的
な
仕
事
へ
の
心
は
、
主
に
南
イ
ン
ド
で
染
色
、
子

供
を
中
心
と
し
た
絵
画
制
作
の
補
助
を
深
め
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ウ
を
通
じ
て
も
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
広
げ
る
。
主
に
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
南
イ
ン
ド
に
て
子
供
と
女
性
の
絵

画
制
作
、
染
色
制
作
に
関
わ
っ
た
体
験
は
、
先
般
ま
で
見
事

な
美
意
識
を
発
揮
さ
れ
て
い
た
。「
現
代
京
都
詩
話
会
」「
山

陰
詩
人
」「
日
本
国
際
詩
人
協
会
」
に
属
す
る
長
岡
氏
の
御
高

著
、
詩
集
『
四
面
舞
踏
会
』『
タ
ン
バ
リ
ン
を
打
ち
鳴
ら
し
て

踊
れ
』
が
、
わ
が
手
許
に
あ
る
。

　
近
年
、
癌
と
の
闘
病
生
活
の
中
で
書
か
れ
た
詩
「
考
え
と

う
な
い
け
ど
考
え
る
」（
前
略
）〝
あ
あ
　
そ
の
け
な
げ
な
身

体
へ
の
労
り
が
／
い
ま
ま
で
い
か
に
お
粗
末
で
あ
っ
た
か
改
め

て
謝
り
／
痩
せ
細
っ
て
も
な
お
規
則
的
に
脈
打
つ
／
身
体
へ
の

不
可
思
議
な
緻
密
な
組
織
に
／
畏
敬
の
思
い
を
抱
く
／
今
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
／
生
き
て
い
る
こ
と
の
／
動
き
続
け
る

生
命
体
の
一
つ
と
し
て
の
／
価
値
を
深
く
見
つ
め
る
〟
は
、
私

の
胸
中
で
い
つ
も
生
命
に
つ
い
て
考
え
る
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
人
生
を
深
く
見
つ
め
、
国
の
内
外
で
の
真
実
を
体
験
を
通

し
て
書
き
、
反
戦
・
平
和
へ
の
思
い
を
骨
太
い
表
現
で
記
す
。

そ
の
反
面
や
さ
し
い
声
で
の
歌
声
に
な
る
詩
を
発
表
。
が
、
二

〇
二
三
の
十
月
二
〇
日
に
残
念
に
も
他
界
さ
れ
、
悲
し
さ
に
私

達
は
包
ま
れ
て
い
る
。

　
私
の
十
冊
め
の
本
、
詩
集
『
京
こ
と
ば
を
胸
に
』
の
内
輪

の
出
版
に
ち
な
む
会
が
京
都
で
行
わ
れ
た
日
に
は
、
拙
詩
を

心
を
こ
め
て
朗
読
、
当
日
の
会
計
係
も
自
然
な
形
で
担
当
し

て
下
さ
っ
た
。
現
代
京
都
詩
話
会
の
詩
誌
「
呼
吸
」
誌
に
安

森
ソ
ノ
子
詩
集
の
書
評
を
書
か
れ
た
折
に
は
〝
好
奇
心
と
情

熱
の
塊
〟
と
私
を
評
し
、
共
鳴
で
き
る
朗
読
の
会
で
も
一
緒
の

友
で
あ
っ
た
。

　
長
岡
さ
ん
よ
。
人
間
の
肉
体
は
失
せ
て
も
こ
の
世
に
残
さ

れ
た
魂
は
生
き
続
け
る
。
過
去
に
幾
度
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日

本
へ
帰
る
機
中
で
、
ア
ジ
ア
の
上
空
を
通
過
す
る
時
思
っ
た
も

の
だ
。「
私
は
ア
ジ
ア
の
研
究
に
も
っ
と
熱
心
に
な
ろ
う
」
と
。

　
こ
れ
か
ら
も
長
岡
さ
ん
が
ア
ジ
ア
で
元
気
に
活
動
さ
れ
た

そ
の
志
に
胸
打
た
れ
、
御
高
著
を
更
に
読
み
込
み
、
学
び
、

ま
す
ま
す
長
岡
紀
子
さ
ん
と
語
り
合
い
ま
す
。
日
本
で
世
界

で
共
に
ペ
ン
を
持
ち
、
地
上
の
困
難
に
め
げ
ず
、
精
神
の
絆
も

強
く
歩
み
ま
し
ょ
う
ね
。

2019年2月5日
朗読文化の会あい「高村光太
郎」テーマの朗読会で朗読する
長岡紀子さん

30周年DVD作製に向けて 
創立から1999年まで5年間の映像を求む！

関西詩人協会は来年度に30周年を迎えます。記念誌と共に、今迄の活動をＤＶＤに纏めて同時に発刊する事に
なりました。そこで1994年創立から1999年までの資料や写真を求めています。
　呼び掛けに応えて秋野光子さんと原圭治さんに総会の写真数枚と詩の教室の写真を数十枚、故水口洋治さん
の奥様に新聞記事コピーを頂いていますが、まだまだ不足ですのでよろしくお願いします。
※写真の裏に「撮影日付とイベント名」「所有者のお名前」をご記入ください。

2023年、2022年と徐々に逆行していますので依然募集はまだ有効です。
記事等の読み上げをしてみたい方、ビデオ編集にご興味のある方の連絡をお待ちしています。

【送り先】
〒651-1213 神戸市北区広陵町1ノ28 石井方

永井ますみ 宛
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各
会
員
の

■
朗
読
表
現
・
ぽ
え
む
の
森

現
在
毎
月
第
二
火
曜
日
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分
に
国

労
会
館
で
宮
澤
賢
治
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。入
会
歓
迎
。

連
絡
先
：
市
原
礼
子 

０
９
０（
８
４
４
８
）５
３
７
３

２
０
２
３
年
度 

第
6
回
関
西
詩
人
協
会
議
事
録

日
時
：
２
０
２
3
年
10
月
8
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所
：
国
労
会
館　
　
出
席
：
14
名

議
事
進
行
：
島

１
．各
担
当
の
２
０
２
３
年
度
計
画
及
び
当
面
の
取
り
組
み

①
入
退
会
報
告

　
入
会
者
1
名・退
会
者
3
名　
承
認
後
の
会
員
数
２
１
３
名

②
会
計
報
告

　
本
年
8
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
会
計
報
告
を
承
認
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ア
ク
セ
ス
数 

＋
２
９
２
件 

8
月
5
日
か
ら
10
月
7
日
ま
で
。

　
会
員
の
詩　
8
月
1
日
よ
り 

福
田
ケ
イ・都
圭
晴・吉
川
悦
子

　
会
員
の
エ
ッ
セ
イ　
８
月 

原
圭
治　
９
月 

渡
辺
俊
文

　
10
月 

高
丸
も
と
子

④
詩
の
ひ
ろ
ば 

休
刊
中

⑤
文
学
散
歩 

今
回
は
報
告
事
項
な
し

⑥
詩
の
イ
ベ
ン
ト

　
6
月
実
施
の
第
1
回「
紅
白
詩（
う
た
）合
戦
」を
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
、１
６
６
回
の
再
生（
今
日
時
点

で
）が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
詩
画
展

　
10
月
の
1
日（
日
）か
ら
7
日（
土
）ま
で
、ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら

（
東
成
区
）で
開
催
。参
加
者
は
26
名
。懇
話
会
の
参
加
者

は
22
名
。紙
上
詩
画
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

⑧
選
挙
管
理
委
員
会

　
島
委
員
長
か
ら
８
月
１
日
の
開
票
結
果
の
報
告
を
受
け
承
認
。

役
員
選
出
細
則
の
規
定
に
よ
り
運
営
委
員
会
と
し
て
当
選
者

を
総
会
に
報
告
し
て
、そ
の
承
認
を
受
け
る
事
を
決
定
し
た
。

⑨
総
会
講
演
者
の
後
援
賛
助
申
請

　
徳
弘
康
代
氏
の
講
演
決
定
を
受
け
、日
本
現
代
詩
人
会
に

後
援
賛
助
申
請
を
出
し
ま
し
た
。

⑩
会
報

　
会
報
111
号
は
10
月
1
日
発
行
済
み
。

　
次
号
112
号
の
発
行
は
1
月
10
日
を
予
定
。原
稿
締
め
切
り
は

11
月
30
日
。内
容
は
総
会
報
告
、講
演
の
内
容
、新
代
表
の
挨

拶
、詩
画
展
報
告
、新
運
営
委
員
の
紹
介
な
ど
。新
運
営
委
員

の
役
割
分
担
は
12
月
の
委
員
会
の
後
に
紙
面
に
挿
入
す
る
。

２
．そ
の
他

①
規
約
改
正

　
関
西
詩
人
協
会
規
約
第
5
章
役
員
の
1
項「
本
会
に
次
の

役
員
を
置
く
」の
規
定
で
運
営
委
員
の
数
の
変
更
。運
営
委

員
20
名
か
ら
18
名
に
す
る
。こ
の
変
更
に
伴
い
役
員
選
出
細

則
4
項
も
18
名
と
変
更
す
る
。事
由
は
会
員
数
減
少
に
伴

う
役
員
数
の
圧
縮
。

　
こ
の
改
正
案
を
総
会
に
規
約
改
正
案
と
し
て
提
案
す
る
。

②
第
13
回
ポ
エ
ム「
風
」フェス
ティ
バ
ル
２
０
２
３
の
後
援
を
了
承
。

③
第
8
回「
新
し
い
詩
の
声
」の
作
品
募
集
を
紹
介
。

　
主
催 

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ

④
総
会
資
料
の
原
稿
提
出・作
成・発
送

　
各
担
当
者
が
総
会
提
出
年
間
報
告
案
を
作
成
す
る
。既
に

提
出
済
の
運
営
事
業
報
告
・
会
報
発
行
報
告
・
会
計
決
算

報
告・事
業
別
会
計
決
算
報
告・会
計
監
査
報
告・次
年
度

事
業
計
画
案
を
承
認
し
た
。

10
月
末
ま
で
に
総
会
資
料
と
委
任
状・出
欠
ハ
ガ
キ
を
会
員
に

発
送
す
る
。

⑤
総
会
の
担
当
者・役
割
分
担
の
決
定
し
ま
し
た
。

（
書
記 

阪
井
）

夏
の
雲	

吉
田
健
一

青
空
を
　
流
れ
ゆ
く
　
夏
の
雲
が
好
き
だ

御
熊
野
の
　
海
原
の
　
上
を
行
く
雲
は
尚

け
が
れ
な
く
　
白
く

留
ま
ら
ず
　
こ
だ
わ
ら
ず

や
わ
ら
か
く
　
形
を
変
え

や
が
て
　
消
え
て

大
空
に
　
融
け
て
ゆ
く

眞
熊
野
の
　
夏
の
雲
が
好
き
だ

吉
田
健
一（
よ
し
だ 

け
ん
い
ち
）

　
昨
年
末
七
二
歳
で
五
十
年
余

書
き
溜
め
た
駄
作
を
寄
せ
集
め
て

『
砂
宇
宙
』と
い
う
詩
集
を
人
世

で
初
め
て
編
み
、関
西
詩
人
協
会

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
近
頃
、普
段
使
っ
て
い
る
言
葉
す
ら
出
て
来
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
し
、活
動
的
に
は
か
か
わ
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・「
風
の
会
」告
知

【
場　
所
】国
労
大
阪
会
館
２
Ｆ

【
時　
間
】14
時
～
16
時
30
分

【
参
加
費
】５
０
０
円

【
ゲ
ス
ト
】

　
・原
圭
治
さ
ん 

2
月
12
日（
月
）

　
・野
口
幸
雄
さ
ん 

4
月
7
日（
日
）

・
詩
の
イ
ベ
ン
ト
告
知

5
月
12
日（
日
）ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

「風の会」の詳細はX(旧ツイ
ッター)でも掲載しています。
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【
入
会
】

吉
田
健
一

今 
猿
人 

【
退
会
】
藤
谷
恵
一
郎
・
村
上
う
さ
ぎ
・
馬
渕
兼
一

笠
原
仙
一
・
田
村
照
視
・
山
下
俊
子

【
ご
逝
去
】
長
岡
紀
子
（
10
月
20
日
）

【
メ
ー
ル
変
更
】

大
西
久
代 reiw

akiki419@
gm
ail.com

久
保
俊
彦 kubo007@

icloud.com

や
ま
も
と
れ
い
こ 429adshim

86@
uqm

obile.jp

吉
川
悦
子 etsukoyo30@

yahoo.ne.jp

【
会
員
の
活
動
】

あ
た
る
し
ま
し
ょ
う
ご
中
島
省
吾 

著
書『
入
所
待
ち
』（
澪
標
）が

電
子
書
籍
化
さ
れ
る
。電
子
著
書『
あ
た
る
し
ま
し
ょ
う
子
』（
オ
オ
カ

ミ
編
集
室
）が
出
版
さ
れ
る
。電
子
著
書『
人
生
崩
壊
』（
オ
オ
カ
ミ
編

集
室
）が
出
版
さ
れ
る
。 ア
マ
ゾ
ン
キ
ン
ド
ル
と
楽
天
コ
ボ
で
発
売
中
。

井
上
良
子 

62
回
京
都
銅
版
画
協
会
展 

1
月
23
日
ー

28
日 

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館 

10
時
ー
18
時 

最
終
日
17
時
30
分

榊
次
郎
、左
子
真
由
美
、市
原
礼
子
、永
井
ま
す
み
が
世
話
人

で
あ
る「
詩
を
朗
読
す
る
詩
人
の
会・風
」は
12
月
3
日
に
大

阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で「
第
13
回
ポ
エ
ム「
風
」フ
ェ
ス
ティ
バ

ル
２
０
２
３
」を
開
催
し
ま
し
た
。受
賞
者
の
朗
読
と
原
圭
治

さ
ん
が「
大
阪
の
朗
読
詩
運
動
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
」と
題

し
て
志
賀
英
夫・港
野
喜
代
子・沢
夏
子
さ
ん
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

左
子
真
由
美 

9
月
24
日「
も
り
ぐ
ち
歴
史
館
」に
お
い
て
歌
曲

集『
カ
テ
ド
ラ
ル
』よ
り「
面
影
」が
歌
わ
れ
た
。11
月
4
日
大

阪
工
業
大
学「
常
翔
ホ
ー
ル
」に
お
い
て
連
作
詩「
果
て
し
な
き

恋
歌
」初
演
。

左
子
真
由
美・永
井
ま
す
み
他
で「
有
馬
敲
さ
ん
追
悼
生
活
語

詩
朗
読
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。全
国
各
地
か
ら
参
加
が
あ
り

賑
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。

田
島
廣
子 

新
婦
人
南
百
済
班
で
民
踊
の
小
組
を
9
月
か
ら

立
ち
上
げ
踊
り
を
教
え
て
い
ま
す
。11
月
19
日
鶴
見
緑
地
公
園

で
第
31
回
大
阪
Ｄ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
で
総
合
成
績
3

位
に
な
り
当
日
の
写
真
が
北
野
病
院
の
院
内
に
掲
示
。ま
た
パ

ン
ジ
ー
の
会
の
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

中
西
母
ね
こ 

自
宅
で「
第
５
回
ガ
ー
デ
ン
ま
つ
り
」を
開
催
。

も
り
た
ひ
ら
く 

パ
ソ
コ
ン
で
絵
本
を
作
っ
て
い
ま
す
。「
ぼ
く
は

カ
ブ
ト
ム
シ
」「
お
か
あ
さ
ん
の
目
玉
焼
き
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲

い
た
よ
」9
月
28
日
よ
り
大
垣
市
立
電
子
図
書
館
の
閲
覧
図

書
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

森
下
和
真 

現
代
京
都
詩
話
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
新
し
く
し

ま
し
た
。https://kyotoshiw

akai.studio.site

【
会
員
の
詩
書
】

・今
猿
人
詩
集『
四
百
代
言
』（
竹
林
館
）

・川
口
千
恵
子
詩
集『
催
花
雨
』（
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
）

・久
保
俊
彦
詩
集『
過
激
な
夢
想
家
の
桃
』（
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
）

・水
谷
有
美
詩
集『
蝶
と
マ
ス
ク
』（
竹
林
館
）

【
会
員
発
行
の
詩
誌
】

ア
リ
ゼ 

２
１
７
号 

以
倉
紘
平

苺
余
果 

１
８
８
～
１
９
０
号 

藤
の
樹
（々
藤
本
数
博
）

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ 

１
２
４ 

原
口
健
次

風
の
音 

26
号 

野
口
幸
雄

伽
羅 

28
号 

吉
田
定
一

銀
河
詩
手
帖 

３
２
０
号 

近
藤
摩
耶

雲 

7
号 

南
条
ひ
ろ
し

現
代
詩
神
戸 

２
８
３
号 

永
井
ま
す
み

詩
の
も
り
19
号 

熊
井
三
郎

軸 
１
４
９
号 

榊
次
郎

Ｚ
記 
9
号 
吉
井
淑

ち
い
さ
な
森 
28 

関
中
子

ふ
～
が 

50
号 
竹
内
正
企

Ｐ
Ｏ 

１
９
１
号 
左
子
真
由
美

RAVIN
E 

２
１
９
号 
牧
田
久
未

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル 

１
９
１
号 
正
岡
洋
夫

Ｒ
ｏ
ｓ
ａ
と
Ｋ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｌ 
7
号 
井
上
良
子

【
団
体
の
会
報
・
図
書
】

秋
田
県
現
代
詩
年
鑑
２
０
２
３

秋
田
県
現
代
詩
協
会 

会
報 

68
号

大
分
県
詩
人
協
会
会
報 

１
６
６
号

岐
阜
県
詩
人
会 

会
報 

19
号

兵
庫
県
現
代
詩
協
会 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
③

兵
庫
県
現
代
詩
協
会 

会
報 

53
号

福
井
県
詩
人
懇
話
会 

１
１
０
号

23
年
福
島
県
現
代
詩
集

静
岡
県
詩
人
会 

会
報 

１
４
９
号

島
根
県
詩
人
連
合
会
報 

92
号

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ 

会
報 

２
６
２
号

徳
島
県
２
０
２
３
年
刊
詩
集

中
日
詩
人
会 

会
報 

２
０
８
号

日
本
現
代
詩
人
会 

会
報 

１
７
１
号

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報 

１
０
３
号

横
浜
詩
人
会
通
信 

３
２
７
号

【
訂
正
】会
報
111
号
の
大
倉
さ
ん
追
悼
文
で
、終
戦
時
年
齢「
十

七
歳
」と
あ
り
ま
す
が「
七
歳
」の
誤
り
で
す
。訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
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編
集
後
記

　
ひ
き
つ
づ
き
会
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
詩
の
活
動
の
支
え
に
な
る
よ
う
、
読
み
や

す
い
会
報
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
報 

森
下
）


